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研究成果の概要（和文）：本研究は、医療現場で通用する実践的英語学習指導を求めるニーズに応えるべく、ウェブ・
対面相補型「実践コミュニティ」における知識探求型学習活動と対面授業における知識活用型学習とを相補的に併合し
た「医療英語教育ハイブリッドモデル」を開発し、看護系学部･学科学生の英語力向上に資することを目指し、医療現
場での外国人患者に対応できる実践的英語力を持った人材育成に資することを主目的とする実践的研究である。

研究成果の概要（英文）：The present research basically aims to develop the medical English learning 
system for nursing students, so that they can improve their English proficiency under the more real-life 
environment. This reseach also tries to blend the classroom learning and web-community-based learning, 
and to make these two styles of learning complement each other. The students, who acquire such 
declarative knowledge as vocabulary and grammativcal rules, are provided with the opprtunity and 
environment to output the knowledge and turn it into procedural knowledge. And this research will 
ultimately contribute to the improvemnt of the English proficiency of nursing students in general.

研究分野：英語教育学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

21世紀に入り、社会のグローバル化が急速に

進行し、法務省の統計によると外国人登録者

数は、2011年に 2,134,151人にも達した。こ

うした増加に比例して外国人受診数も拡大

しつつあり、英語による患者対応が臨床現場

の看護師に求められるケースが多々報告さ

れている（玉田・他 2006、南部 2011）。ま

た、全国規模で実施された看護系学生の授業

アンケート結果からは、医療現場で通用する

実践的英語学習指導を求めるニーズが読み

取れる（永野 2007、口元 2009他）。しかし、

多くの学生は、もっぱら医療専門知識の取得

に時間を割かれ、実践的英語力の重要性を認

知しながらも、その学習に十分な時間を費や

せないでいるのが現状である。この対応策と

して医療英語学習に特化した e-learning教

材の開発が進行中である（川越・園城寺 2009）

が、いまだ具体的な英語学習モデルの構築に

は至っていないのが現状である。 

２．研究の目的 

ウェブ・コミュニティ上での学習と教室での

対面授業とを相補的に組み合わせたハイブ

リッドモデルを開発し、現状の問題解決に新

たな方向性を提言したい。ウェブ・コミュニ

ティを併用した学習効果の研究に関しては、

本研究代表者が基盤研究(平成 23年度末完

成)において既に着手しており、協調学習の萌

芽が認められるなど一定の成果を上げるに

至ったものの、多様な学習ニーズを持つ高校

生を研究対象としたため、形式知レベルでの

情報交換に終始し、「興味関心のコミュニテ

ィ（Community of Interest：以下 CoI）」の

形成にとどまった。これに対し、本研究は医

療英語という職業目的の英語（English for 

Occupational Purpose: EOP）学習者のみを

対象とし、明確な学習目的を共有する「実践

コミュニティ(Community of Practice：以下

CoP)」の形成を目指し、暗黙知レベルでのイ

ンタラクションを通じてより大きな学習効

果を上げることを狙いとする。 

３．研究の方法 

LMS (Learning Management System: 学習

管理システム)ツールであるムードル

(Moodle)の電子掲示板モジュール機能を活

用して、CoP（ヴァーチャル・フォーラム）

を構築し、探求型学習の環境を整えると共に、

教室内対面授業との有機的連携学習事項の

定着を図ってゆく。CoP実現への条件整備と

して、まず少人数コミュニティを結成する。

次に EOP学習環境を充実させるために、国

内医療機関に派遣されている外国人研修生

を各コミュニティにリーダーとして組み入

れた編成を行い、医療現場でのシュミレーシ

ョンが行われるように配慮する。外国人研修

生の研究協力依頼に関しては、看護研修教育

を専門とする本研究分担者の横島が、関係医

療機関とのコンタクトを通じて手配した。 

 対面コミュニケーション(Face-to-Face 

Communication；FTFC)が苦手な参加者学生

にとっては、パソコンやスマートフォンなど

の携帯端末を利用した電子コミュニケーシ

ョン(Computer Mediated Communication; 

CMC)の特質が奏功し、心理的負担が大いに

軽減される点が本研究代表者の先行研究に

おいて明らかとなっている(山下巖共編著『デ

ジタル時代のアナログ力』学術出版会、2008)。

こうしたウェブ学習＋対面授業の有機的連

動を可能とする枠組みとして、

Richards(2002)、Gass(2003)等が提唱したア

ウトプット重視の第二言語習得理論に準拠

した、1.提示 presentation(「教室内対面授

業」)→2.理解 comprehension(「ウェブ型練

習問題演習」)→3.練習 practice(「実践ウェ

ブ・コミュニティ」)→4.産出 production(「教

室内対面授業」)の 4つのプロセスから成る外

国語指導過程を枠組みとして援用し、これら

4つのプロセスの有機的連携が図られるよう

なウェブ・対面相補型ハイブリッドモデルに



おける配置・配列の在り方を下記の通りの順

番で模索した。 

プロセス[1] 提示 : 発見学習（heuristic 

learning）と GDM(Graded Direct Method)

とをリンクさせた学習素材提示 (対面授業)。 

プロセス[2] 理解：ムードル・サーバ上に構

築したサイトから配信される授業内容理解

促進のためのウェブ型練習問題演習モジュ

ール (ウェブ学習)。 

プロセス[3] 練習：[2]に併設された、ヴァー

チャルフォーラム上での外国人リーダーと

のインタラクションによる探求型学習 (ウェ

ブ学習)。 

プロセス[4] 産出：[2]と[3]で学習された内容

の定着を図るための収束タスク(convergent 

task)を主軸とした発表主体の知識活用型共

同学習 (対面授業)。 

４．研究成果 

4.1．ウェブコミュニティに関する成果 

興味関心のコミュニティをMoodle上に形成

することは比較的大きな障害を伴うことな

く実現できたが、ウェブ実践コミュニティの

形成はその臨場感の欠如ゆえに大きな困難

を伴った。ウェブコミュニティでの活発な意

見交換を可能にする前提として重要なこと

は、やはり教室内授業において活発に意見交

換をできる環境を構築することが先決とな

る。今回の研究中盤では、まず、研究の方法

で述べたプロセス[3]の充実化を図ることを

目的とした。 

 研究計画書提出時には予測できなかった

スマートフォンの急速な普及が追い風とな

った。研究開始当初は、このような携帯端末

を英語学習に応用することを想定していな

かったものの、実際に研究を開始してみると、

携帯端末からのアクセスが予想外に頻繁に

行われ、PCからのアクセスは補足的になっ

てしまった。そこで、モバイルラーニングの

研究調査を急遽追加し、その特徴を捉え、そ

の実態に即応した新たな課題開発やその配

信についても思索を巡らしてゆくこととし

た。 

 本研究は、遠隔授業における臨場感の欠如

を解消する試みとして、動画共有サービスに

ソーシャルメディアを組み合わせることで

授業に双方向性を持たせ、単に聞くだけの授

業ではなく学生中心の参加型授業への転換

を図り、問題解決の一助となることを主目的

とする。具体的には、研究発表者等が所属す

る順天堂大学医学部と同保健看護学部の英

語担当教員が協力し、医学部の学生が行う英

語によるプレゼンテーションを、Ustreamを

用いて保健看護学部へ配信し、保健看護学部

の学生（約 40名）がスクリーンを観ながら

Twitterを利用してピアレビューを行った。

こうすることで、受け手となる保健看護学部

の学生は、単に医学部学生による英語プレゼ

ンテーションを聴くだけではなく、聴いた内

容に対してフィードバックを与えることに

より、参加型学習の形態をとることが可能と

なり、授業参加意識の高揚が期待された。 

 具体的には本学（順天堂大学）医学部学生

との連携により、Ustreamなどの動画共有サ

ービスを活用した、地理的に離れたキャンパ

ス間での遠隔研究に双方向性を持たせるこ

とを試みた。千葉県印西市のさくらキャンパ

スで学ぶ本学医学部の 1年生の英語

Presentation授業と静岡県三島市の保健看

護学部 1年生の Speaking授業を利用し、

UstreamとTwitterを組み合わせた遠隔授業

を実施した。ウェブ映像通信サービスには、

他にも上述した Skypeがあるが、今回の研究

趣旨との整合性と Twitterとの組み合わせの

簡便さを考慮に入れ、Ustreamを選択した。 

まず医学部クラスの約 20名の学生を、それ

ぞれ３〜４名から成るAからFの６つの小グ

ループに分けた。これらのグループは、それ

ぞれ独自のテーマ設定に基づく約５分間の

英語によるプレゼンテーションを行い、その

模様がウェブカメラから Ustreamへ取り込



まれウェブ上に配信される。その映像が保健

看護学部のコンピュータで受信し、プロジェ

クタを通して学生に提示された。これを受け

て 40名の保健看護学部学生は、Twitterを使

って、６件のプレゼンテーションを、１．判

りやすさ(Intelligibility)、２．論理性(Logical 

Stream)、３．プレゼンテーションの方法

(Delivery)の視点からそれぞれ５点満点で評

価を行った。その際、学生には、評価点の後

に#34maというハシュタグを付与しウェブ

上にアップするよう指示した。具体的には、

「4,4,5, #34ma 」といった形の評価となる。

これらのウェブ上にアップされた各学生に

よる評価は、“twport” ウェブサービス

(http://twport.com)を利用して、医学部教員

よって即座に回収され、CSVファイル形式で

同教員のコンピュータに保存される仕組み

になっている。更に５点満点の評価の後ろに、

任意で簡単なコメントをつけてもらい、これ

らも評価同様にハシュタグをつけ回収され

た。 

医学部学生が行ったプレゼンテーションの

テーマは以下の通りであった： 

Group A: Death Penalty 

Group B: Electrocardiography 

Group C: Profit of Participating in Club       

Activities 

Group D: Hippopotamus vs. Lion:  

    Which is Stronger? 

Group E:  English Education at Juntendo  

    University School of Medicine 

Group F:  Our Campus Life in Shisui 

また、ウェブ上に放たれた保健看護学部学生

による Twitter評価は、CSVファイル形式で

回収され、以下のように容易にエクセルファ

イルに変換された（表 1）。これを見るとほ

とんどの学生が、点数評価とコメントを２回

に分けてツイートしていたことが判る。また

各ツイートがアップされた時刻を詳細に記

録する設定にしたため、後のデータ処理が簡

便になった。 

 調査結果としては、 今回は、遠隔授業の

受け手側の学生(保健看護学部)が、単に講義

を聴くだけの受動的な姿勢ではなく、評価活

動に加わることで授業への参加意識が高ま

るかどうかを調査することが、主目的であっ

た。そこで授業終了後に、Twitterを使用し

たプレゼンテーションの評価手法に対する

保健看護学部学生の感想を集約したところ、

以下のようなコメントが寄せられた。 

・ただ観ているだけではないので、集中して

聞けた。（22名） 

・紙と比べてやりやすかった。（34名） 

・空中に向けてツイートを放つ感じがして、

奇異だった。（28名） 

・次のプレゼンテーションまでの時間間隔を

十分に空けて欲しい。（38名） 

・今までに接したことがない人の評価をする

ので緊張した。(25名) 

以上の感想を見る限りでは、概ね、学生はス

クリーン上のプレゼンテーションに集中し

て授業に参加できていたように思われる。 

 さらに以下に示した Twitterによるコメン

トからも、発音や話し方(delivery)、イントネ

ーション、視覚補足資料(visual aid)の良し悪

し、服装などにも言及しており、やはり、各

プレゼンテーションを集中して視聴してい

たことが窺える。 

・スーツ着ている人はすごいハキハキ 

 話していて良かったです！ 

・光の加減で図が見にくかったです。  

・ボソボソ話していて聞き取りづらい。 

・原稿を読んでるのが見え見えすぎて 

 …。皆さん発音はいいと思います。 

・紙で口かくれててモゴモゴしていた  

 最初の男の人、流暢すぎます。女の 

 人は声が小さくて聞こえない。最後 

 の人は、絵が衝撃的すぎて内容が全く入っ

て来ず。(笑) 



・ 眼鏡のお二人は、声の調子が一定な 

ので、強弱をつけたらいいと思います。 

 ピアレビューに参加させることの意義は、

単に評点をつけるだけでなく、ごく簡単なフ

ィードバック（いわゆるツイート）をも求め

ることで、授業への参加意識を高揚させるこ

とにあるのかもしれない。これらのコメント

は、プレゼンテーションを行った医学部の学

生に直ちにフィードバックされ、今後の発表

力やスキルの向上に活かされてゆくことと

なる。 

 また、受け手となる三島の学生は、単にプ

レゼンテーションを受動的に聞いているだ

けではなく、Twitterを活用して on-the-spot

のピアレビューを行うことで授業内の双方

向性を担保することが可能となると同時に、

学生の授業参加意識の高揚がもたらされ、ま

た他学部との学生間の意見交換が活発化し

た。こうしたインタラクティブな授業展開が

ウェブ上の学習コミュニティでの意見交換

を呼び起こし、実践コミュニティ形成への予

想以上に重要な布石となることが分かった。 

4.2．医療英語に関する成果 

 本研究で形成した学習コミュニティにお

ける学生の医療英語に関する意見交換が多

く成された。その中から医療従事者およびケ

ア提供者として、専門用語が入り混じった日

常会話の習得の困難さが伺い知れた。とりわ

け、「症状の聴取」「検査手順の説明」「治

療方法・方針の説明」「救急救命」といった

看護師が活躍する場面での英語のやりとり

において、多くの学生が壁にぶつかっている

ことが垣間見えた。そこで、これら 4つに医

療シーンでのコミュニケーションを手厚く

扱かったダイアローグを組み入れた実践的

医療英語テキストの作成を試みた。その成果

が Cengage Learning から出版に至った

Caring for Peopleで、医療英語のみならズ本

研究の知見が随所に散りばめられたテキス

トとなっている。 
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